ハンドマイク宣伝原稿　集団的自衛権ストップ　２０１４年５月　かきた有一

みなさん、集団的自衛権って知っていますか。日本は憲法で戦争をしないと決めています。外国から攻められた時には国を守るという理由で自衛隊がありますが、国を守るだけに使うと限定しているので、外国を攻撃することはできません。日本が攻撃もされていないのに、日本に関係のある国が攻撃を受けた時に、その国と一緒になって日本と直接争っていない他国を攻撃することを言います。憲法９条は武力の放棄と交戦権を否定していますから、日本政府は集団的自衛権を使うことは許されないと説明してきました。これは自民党政府も含めて一貫していたことです。ところが安部首相は、いまの憲法の解釈を変えて集団的自衛権が使えるようにしようというのです。自民党は、戦争しない、武力は持たないと決めた憲法９条を変えて軍隊を持つべきと主張しています。しかし国民の多くが憲法９条を変えるべきでないとの世論が高まってきたので、改憲を隠し、今度は憲法を変える手続きを簡単にしようと言い出しました。しかしこれも反対の世論が強く簡単にはできません。そこで、憲法を変えなくても、解釈を変えてしまおうというのが今回の問題です。
しかしみなさん、憲法は権力が勝手なことをしないように縛るものです。かつて日本は悲惨な戦争を体験しました。アジアを侵略する戦争を政府が引き起こし、多くの犠牲を生みました。二度と戦争はしないと誓い、武力と交戦権を放棄し、主権は国民にあると宣言した憲法をつくり、世界にも約束して戦後の繁栄を築いてきました。ときの権力者が好き勝手にできないように憲法を変える手続きも厳しく定められています。ましてや、ときの政権が解釈を勝手に変えて武力行使を容認するなんてとんでもないことです。
世界を見れば、かつて世界を覆い尽くしていた軍事同盟は少なくなり、軍事ではなく平和的な手段で紛争を解決しようと世界中が努力をはじめています。シリアの紛争の際にアメリカやイギリスが武力解決を主張しましたが、世界はこれを許さず戦争が回避されたことを見てもよくわかるでしょう。日本は世界でただひとつ原子爆弾の被害を負った国です。憲法で戦争も放棄しています。軍事一辺倒で、靖国神社参拝や、従軍慰安婦は居なかったなどと言って世界中から非難を受けるような安部政権のやり方ではなく、アジアに平和の枠組みをつくるなど、平和的・積極的な役割を果たすことこそ必要ではないでしょうか。

日本共産党は、戦時中も戦争反対をかかげて闘ったただひとつの政党です。安部政権の危険な狙いに正面から立ち向かい、党の誇りをかけてこの危険な動きをストップさせるため全力を尽くします。集団的自衛権の行使容認に反対する署名も行っています。ぜひ皆さんのお力をお貸しください。
